



CIRAS discussion paper No.79 : ムスリム系移民・難民と東
南アジアの民族間関係 --ミャンマー・マレーシア・バン
グラデシュの事例から = Muslim immigrants/refugees and
ethnic relations in Southeast Asia: The cases of Myanmar,
Malaysia and Bangladesh (2018), 79: 6-8
Issue Date2018-03
URL https://doi.org/10.14989/CIRASDP_79_6









































































































































































8 CIRAS Discussion Paper No. 79 ムスリム系移民・難民と東南アジアの民族間関係
トが集中した。
現代の世界に広がりつつある
多様な資格をもつ成員が構成する国家と社会
　20世紀の時代には、個々人が国民となり安寧を獲
得することで、人類が全体として安寧を獲得しうると
されてきた。しかし今日の世界では、国民の地位を得
ている国家で災いを被ったり、あるいは国民の地位を
得られないことで災いを被ったりして、災いを逃れる
ために国境を越える人たちの存在が顕著化している。
災いは自然災害に限らず、経済的な困窮や政治的な抑
圧・迫害など人為的な問題に由来するものも含まれる。
国境を越えてやってきた人たちを、国民としてすぐさ
ま受け入れずとも、何らかの資格を与えて、一時的に
でも受け入れるような対応がそれぞれの地域におい
て模索されつつある。
　こうした中で、国民として同じ資格を持つ人たちだ
けが一国の社会を構成するのではなく、異なる資格を
持つ人たちも一国の社会の構成員となる状況が世界的
に広まりつつあり、それにより一国の社会のあり方が
変わりうるような状況が起こりつつあると言える。本
パネルでは、以上のような状況が世界的に起こりつつ
あることへの関心と、その中でそれぞれの地域でどの
ような資格に基づき、どのような関係性が構築されつ
つあるのかという関心が共有されたように思われ、こ
こにも本パネルの意義を見出すことができるだろう。
　20世紀の東南アジア地域研究では、国民統合が一つ
の主要テーマとなっていた。しかし21世紀に入る頃か
ら、国民統合はあまり論じられなくなった。なぜそう
なったのか十分に検証されてきていないが、本パネル
を踏まえるならその理由は、一方では各国における国
民統合が安定し、論じるべき「問題」が減少したためで
あり、もう一方では各国において国民以外の成員が増
えつつあり、国民統合ではとらえられない状況が増加
しつつあるためであろう。国民統合の研究で論じられ
てきた国家のあり方の基本設定をもう一度検証しつ
つ、その基本設定が国民以外の成員を迎えるなかでど
のような影響を受けつつあるのかを論じる視点が、今
日の東南アジアをとらえるうえで重要になっていく
ように思われる。
